
【特許・実用新案：論点】 
 
【問題Ⅰ】 

特許出願に関し、以下の事項についての理解を問う。 
１．発明者の認定 
２．職務発明規定の趣旨 
３．特許法第29条の２の趣旨及び外国語特許出願への適用 
４．特許請求の範囲に記載した発明と明細書の補正との関係 
 

【問題Ⅱ】 

以下の点について理解を問う。 

１．補償金請求権について 

(1)補償金請求権の行使 

  (2)特許権との関係 

２．共同出願違反の特許出願に基づく特許権の行使について 

(1)特許権侵害訴訟における被告の対応 

(2)真の権利者が特許権に係る自己の持分を取得するために必要な特許法上の手続 

 

 


